
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
11
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
５
年
11

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
第
80
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
１
単
位
）

日　

時　

11
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
半

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
・
無
料

内　

容　

傷
寒
論
を
一
気
に
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
（
山
岡
傳
一
郎
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

連
絡
先　
（
株
）ツ
ム
ラ
山
口
営
業
所
矢
口
☎
０
８
０
・
６
７
４
５
・
９
０
９
９

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
11
月
月
例
研
究
会

日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
多
汗
、皇
漢
医
学
：
大
承
気
湯
～
、平
成
薬
証
論
：
防
已

等
、食
養
薬
膳
：
未
定（
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
）他
解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
705
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
添
付
文
書
か
ら
読
み
解
く
漢
方
病
理
』
温
経
湯
、
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸

生
姜
湯（
木
原
敦
司
）、『
尾
台
榕
堂
著
・
類
聚
方
広
義
』
解
説　

小
建
中

湯
・
黄
耆
建
中
湯
・
黄
耆
桂
枝
五
物
湯（
大
塚
敬
節
先
生
口
述
）（
吉
本
悟
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
第
672
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
11
月
例
会

日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
39
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
37
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
130
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田E-m

ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
35
期
11
月
講
座

日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
肝
の
弁
証
（
酒
井
孝
征
）、
第
２
講
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
領
域
の
漢
方
─
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
─
（
髙
橋
宏
和
）、
第
３
講
・
消

化
器
疾
患
領
域
の
漢
方
治
療
（
２
）（
仮
）（
坂
田
雅
浩
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
第
52
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
11
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）
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付

記
蔵
書
票
貼
付
資
料
（
図
８
）
の
閲
覧
と
画
像
使
用
に
際
し
小
曽
戸
洋
先

生
の
ご
便
宜
を
得
た
こ
と
、
並
び
に
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校
所
蔵
の
蔵
書
票

貼
付
資
料
に
つ
き
荒
川
緑
・
大
下
香
菜
両
先
生
に
ご
教
示
を
得
た
こ
と
に

つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
献
と
注

（
１
）
矢
数
道
明
：『
東
亜
医
学
』
誌
の
復
刊
に
当
っ
て
、
復
刻
版
東
亜
医
学
、

谷
口
書
店
、
東
京
、
中
表
紙
裏
部
分
、
１
９
９
１

（
２
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
復
刻
版
東
亜
医
学
、
谷
口
書
店
、
東
京
、
Ｐ
２
、
１

９
９
１
。『
東
亜
医
学
』
は
一
号
か
ら
一
六
号
ま
で
合
本
さ
れ
、
合
本
に

際
し
て
設
立
趣
意
書
と
会
則
も
掲
載
さ
れ
る
。
設
立
趣
意
書
と
会
則
は
復

刻
版
に
よ
っ
た
。

（
３
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
復
刻
版
東
亜
医
学
、
谷
口
書
店
、
東
京
、
Ｐ
２
、
１

９
９
１

（
４
）
大
塚
敬
節
：
戦
争
は
文
化
の
母
、
東
亜
医
学
、
２
、
Ｐ
５
、
１
９
３
９

（
５
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
復
刻
版
東
亜
医
学
、
谷
口
書
店
、
東
京
、
Ｐ
２
、
１

９
９
１

（
６
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
皇
紀
二
千
六
百
年
偕
行
学
苑
五
週
年
紀
念
大
講
演

会
、
東
亜
医
学
、
16
、
Ｐ
１
、
１
９
４
０

（
７
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
拓
大
講
座
教
材
贈
呈
、
東
亜
医
学
、
１
、
Ｐ
７
、
１

９
３
９

（
８
）
拓
殖
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
室
蔵
：
拓
殖
大
学
卒
業
記
念
（
昭
和
十
四
年
）

（
９
）
平
崎
真
右
：
昭
和
漢
方
復
興
史
に
お
け
る
拓
殖
大
学
―
戦
前
・
戦
後
期

「
拓
殖
大
学
漢
方
医
学
講
座
」
か
ら
考
え
る
―
、
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文

化
研
究
、
７
、
Ｐ
39
～
40
、
２
０
２
４

（
10
）
拓
殖
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
室
蔵
：
第
三
十
四
回
卒
業
記
念
拓
殖
大
学
（
昭

和
十
三
年
）

（
11
）
荒
井
金
造
：
新
東
亜
建
設
の
一
翼
た
れ
、
東
亜
医
学
、
１
、
Ｐ
４
、
１
９

３
９

（
12
）
矢
数
道
明
：『
東
亜
医
学
』
誌
の
復
刊
に
当
っ
て
、
復
刻
版
東
亜
医
学
、

谷
口
書
店
、
東
京
、
中
表
紙
裏
部
分
、
１
９
９
１

（
13
）
拓
殖
大
学
：
拓
殖
大
学
一
覧
昭
和
十
三
年
十
月
、
拓
殖
大
学
、
東
京
、
Ｐ

118
、
１
９
３
８

（
14
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
偕
行
学
苑
創
立
記
念
大
講
演
会
拓
大
漢
方
図
書
館
開

館
式
、
東
亜
医
学
、
26
、
Ｐ
７
、
１
９
４
１

（
15
）
東
亜
医
学
協
会
編
：
石
原
文
庫
漢
方
図
書
館
の
誕
生
、
東
亜
医
学
、
21
、

Ｐ
６
、
１
９
４
０

（
16
）
矢
数
道
明
：
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
（
11
）、
漢
方
の
臨
床
、
13
（
12
）、
Ｐ

40
、
１
９
６
６

（
17
）
矢
数
道
明
：
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
（
７
）、
漢
方
の
臨
床
、
13
（
８
）、
Ｐ

56
、
１
９
６
６

（
18
）
矢
数
道
明
：
漢
方
図
書
目
録
の
出
版
に
当
っ
て
―
旧
東
亜
医
学
協
会
石
原

保
秀
文
庫
の
再
出
発
に
想
う
―
、
蔵
書
目
録
、
日
本
漢
方
医
学
研
究
所
、

東
京
、
頁
表
記
な
し
、
１
９
７
３

（
19
）
小
曽
戸
洋
：
近
年
新
収
の
個
人
文
庫
―
余
談
、
杏
雨
、
28
、
Ｐ
79
～
81
、

２
０
２
５

（
20
）
小
曽
戸
洋
先
生
談
。

（
21
）
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校
、
荒
川
緑
・
大
下
香
菜
両
先
生
談
。

（
助
教
：
〒
112
─8585
東
京
都
文
京
区
小
日
向
３
─４
─14
）
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日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
「
五
臓
肝
」（
林
誠
一
）、
臓
腑
・
経
絡
・
帰

経
・
薬
物
（
所
崇
）、
方
剤
解
説
「
和
解
剤
」（
柴
田
裕
紀
子
）、
生
薬
解

説
「
半
夏
」（
箕
輪
暁
美
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
第
31
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
11
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
定
員
あ
り
）と
、Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数
制
限

な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
し
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
脾
胃
の
方
剤
（
石
毛
敦
）、
生
薬
解
説
：
麦
芽
・
人
参

（
鈴
木
達
彦
）、
処
方
解
説
：
半
夏
白
朮
天
麻
湯
（
湯
田
康
勝
）、
康
治
本

傷
寒
論
解
説
：
傷
寒
論
100
（
中
川
智
代
）、
特
別
講
義
：
胃
腸
の
病
と
漢

方
（
海
老
原
寛
人
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
藤
門
会

日　

時　

11
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
～
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

学
会
報
告
（
小
林
瑞
）、
漢
方
臨
床
ノ
ー
ト
（
能
美
晶
子
）、
嘉
子
の
部
屋

（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
（
福
安
悠
介
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１E-m

ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
温
知
会
月
例
会
11
月
講
義
（
第
674
回
）

日　

時　

11
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
辛
涼
解
表
剤
薄
荷
・
蔓
荊
子（
岡
崎
仁
子
）、『
宋
版
傷
寒
論
』

素
読
Ｐ
Ｐ
49‌

L4
～
Ｐ
52‌

L6（
班
目
有
加
）、
症
例
検
討
：
卵
巣
嚢
腫
術
後
Ａ

Ｍ
Ｈ
低
値
を
示
す
も
漢
方
治
療
の
み
で
自
然
妊
娠
し
た
１
症
例（
下
村
貴

子
）、
在
宅
緩
和
ケ
ア
で
の
便
秘
へ
の
対
応
を
考
え
る
─
桂
枝
加
芍
薬
大

黄
湯
の
症
例
提
示
─
遠
藤
光
史
）、
自
由
課
題
：
題
名
未
定（
矢
数
芳
英
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
期
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

11
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
産
婦
人
科
〈
冷
え
性
の
診
察
〉「
冷
え
性
状
態
へ
の
漢
方

の
使
い
分
け
」（
徐
文
波
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
日
本
漢
方
協
会
主
催
第
45
回
漢
方
学
術
大
会

日　

時　

11
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時
40
分

会　

場　

全
水
道
会
館
４
Ｆ
大
・
小
会
議
室
・
５
Ｆ
中
会
議
室
（
東
京
都
文
京
区

本
郷
１
─４
─１
）

テ
ー
マ　
『
古
の
知
恵
を
学
び
て　

明
日
花
咲
く
技
と
な
す
』

内　

容

開
会
の
辞
会
長
挨
拶
三
上　

正
利
、
大
会
委
員
長
挨
拶
岡
崎　

仁
子

〔
分
科
会
発
表
Ⅰ
〕



分
─１
薬
用
植
物
観
察
分
科
会
「
植
物
多
様
セ
ン
タ
ー
で
観
察
さ
れ
た
薬
用
植
物
」

髙
山　

留
美

分
─２
本
草
分
科
会
「
漢
方
薬
の
象
形
薬
理
」

中
村　

成
代

分
─３
傷
寒
論
分
科
会「
宋
版
傷
寒
論
に
お
け
る
桂
枝
湯
加
減
方
に
つ
い
て（
そ
の
１
）」

河
合　

京
子

〔
特
別
講
演
Ⅰ
〕「『
校
正
方
輿
輗
』
の
裏
話
な
ど
」

健
康
科
学
大
学
特
任
教
授
健
友
堂
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

菅
原　
　

健

〔
分
科
会
発
表
Ⅱ
・
一
言
治
験
〕

分
─４
漢
方
食
養
分
科
会
「
春
の
食
養
生
」

髙
山　

留
美

分
─５
薬
局
製
剤
分
科
会
「
薬
局
製
剤
分
科
会
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
雨
宮　
　

佑

分
─６
雑
学
分
科
会
「
講
座
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
る
現
状
と
課
題
」

畑
石　

康
治

一
言
治
験
１
「
竹
筎
温
胆
湯
を
咳
に
使
用
し
た
一
例
」

雨
宮　
　

佑

一
言
治
験
２
「
六
君
子
湯
が
奏
功
し
た
一
例
」

吉
田
い
づ
み

一
言
治
験
３
「
お
客
様
の
訴
え
の
原
因
に
気
が
つ
け
な
か
っ
た
一
例
」
高
井　

寿
彦

〔
一
般
発
表
〕

一
般
発
表
１
「
は
っ
と
す
る
物
忘
れ
に
当
帰
芍
薬
散
が
効
果
が
あ
っ
た
症
例
」

細
野
美
佐
子

一
般
発
表
２
「
薬
性
の
検
討
（
種
子
・
果
実
）」

八
木
多
佳
子

一
般
発
表
３
「
薬
性
の
検
討
（
類
似
生
薬
）」

野
中　

敬
司

一
般
発
表
４
「
抑
肝
散
の
製
造
方
法
と
そ
の
物
性
」

中
村
さ
や
か

一
般
発
表
５
「『
啓
迪
集
』
に
学
ぶ
〝
実
〟」

庄
司　

良
文

一
般
発
表
６
「
『山
ノ
内
慎
一
文
集
』
よ
り
見
る
漢
方
学
習
用
書
籍
に
つい
て
」

渡
辺　

方
乃

〔
特
別
講
演
Ⅱ
〕「
植
物
生
薬
の
薬
性
と
そ
の
必
要
性
」

日
本
漢
方
協
会
学
術
顧
問　

小
根
山
隆
祥

閉
会
の
辞　

大
会
実
行
委
員
長　

河
合　

元
宏

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
第
21
回
慢
性
・
難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

11
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
半

場　

所　

大
阪
コ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
（
新
大
阪
駅
東
口
か
ら
徒
歩
２
分
）

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

内　

容　
「
精
神
・
神
経
症
の
諸
症
の
漢
方
」「
精
神
・
神
経
症
の
漢
方
的
病
理
に

つ
い
て
」（
夜
久
泰
造
）、「
五
臓
か
ら
考
え
る
精
神
・
神
経
症
の
漢
方
治

療
」（
峯
尚
志
）、
情
報
提
供
（
久
保
山
慎
一
、
夜
久
公
也
、
鉄
村
努
）

事
務
局　

シ
マ
ヤ
真
鍋
漢
方
薬
局
真
鍋
励
次
郎（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
225
番
地
）

FAX
０
８
７
７
・
７
５
・
３
６
６
２E-m

ail

：shim
aya-p@

ip-m
em

bers.net

●
令
和
７
年
度
日
本
生
薬
学
会
関
西
支
部
秋
期
講
演
会

日　

時　

11
月
21
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
午
後
５
時
半

会　

場　

大
阪
富
国
生
命
ビ
ル
４
Ｆ
Ａ
ル
ー
ム
会
議
室（
大
阪
市
北
区
小
松
原
町
２
─４
）

内　

容　
「
神
農
伝
説
と
崇
拝
」（
小
曽
戸
洋
）

連
絡
先　

日
本
生
薬
学
関
西
支
部
支
部
長
池
田
剛
・
崇
城
大
学
薬
学
部
薬
用

植
物
園
研
究
室
☎
０
９
６
・
３
２
６
・
３
９
３
４

E-m
ail

：tikeda@
ph.sojo-u.ac.jp

●
第
81
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
１
単
位
）

日　

時　

11
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
・
無
料

内　

容　
〈
講
演
〉
老
年
期
症
候
群
の
漢
方
治
療
（
野
上
達
也
）、〈
鼎
談
〉
老
年
期

に
お
け
る
漢
方
治
療
の
コ
ツ
（
野
上
達
也
、
和
智
明
彦
、
渡
辺
賢
治
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、
ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）

連
絡
先　

ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）
北
岡
☎
０
８
０
・
５
９
６
７
・
６
３
７
０



●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
７
年
10
月
例
会

日　

時　

11
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

漢
方
処
方
を
構
成
す
る
薬
味
解
説
（
川
嵜
哲
）、漢
方
処
方
を
構
成
す
る

薬
味
解
説
（
斉
藤
正
勝
）、
健
や
か
に
生
き
る
為
の
食
養
生
と
漢
方
（
米

永
基
子
）、
漢
方
薬
の
症
例
検
討
（
山
本
晶
弘
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：kyusyukam
po@

gm
ail.com

●
第
33
回
日
本
脳
神
経
漢
方
医
学
会
学
術
集
会

日　

時　

11
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
６
時
40
分

会　

場　

東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー・品
川
５
階
大
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
港

南
１
─９
─36
ア
レ
ア
品
川
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
現
地+

Ｌ
ｉｖｅ
配
信
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
12
月
10
日
午
前
10
時
～
１
月
14
日
午
後
５
時

テ
ー
マ　

東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の
融
合

会　

長　

來
村　

昌
紀
（
ら
い
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

内　

容

〔
特
別
講
演
〕
特
異
な
痛
み
、
し
び
れ
の
漢
方
治
療

富
山
大
学　

寺
澤　

捷
年

〔
一
般
講
演
Ⅰ
【
機
能
的
疾
患
】【
機
能
障
害
】【
そ
の
他
】〕

01
ス
ト
レ
ス
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た
半
夏
厚
朴
湯
の
抗
ス
ト
レ
ス
作
用

～
唾
液
腺
で
の
検
討
～

中
村
─丸
山
恵
美

02
脳
梗
塞
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
に
お
け
る
漢
方
薬
の
認
知
機
能
改
善
作
用
の
検
討

氷
見　

直
之

03
漢
方
薬
に
よ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆
タ
ン
パ
ク
制
御
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
治
療

杉
山　

一
郎

04
漢
方
薬
に
よ
る
食
欲
不
振
、
抑
う
つ
治
療
に
よ
り
認
知
症
が
改
善
し
た
１
例

玉
野　

雅
裕

05
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
に
関
す
る
文
献
的
検
証

中
村　

丈
洋

06
物
忘
れ
外
来
に
お
け
る
漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
の
融
合

─EBM

：Evidence Based M
edicine, NBM

：Narrative Based M
edicine

（
物
語
と
対
話
に
基
づ
く
医
療
）
の
視
点
か
ら

稲
葉　
　

泉

07 Bell

麻
痺
に
対
す
る
漢
方
薬
の
有
効
性

中
江　

啓
晴

08
頭
痛
や
肩
凝
り
を
目
標
に
葛
根
湯
を
投
与
し
た
浮
動
性
め
ま
い
患
者
の

症
例
検
討

沓
名　

章
仁

09
脳
神
経
外
科
疾
患
に
合
併
す
る
便
秘
症
に
対
し
桃
核
承
気
湯
を
用
い
た

治
療
効
果
の
検
討

長
谷
川
義
仁

10
抑
う
つ
改
善
と
発
作
制
御
を
得
た
若
年
性
ミ
オ
ク
ロ
ニ
ー
て
ん
か
ん
に

対
す
る
柴
胡
加
竜
骨
牡
蛎
湯
の
使
用
経
験

園
田　

真
樹

11
真
武
湯
の
７
例

仲
尾　

貢
二

12
難
治
性
吃
逆
に
対
す
る
漢
方
薬
の
有
用
性
：
中
枢
神
経
疾
患
を

背
景
と
し
た
３
症
例
の
経
験

平
井　
　

希

13
漢
方
薬
に
よ
る
気
道
分
泌
軽
減
と
嚥
下
機
能
改
善
効
果
─
脳
卒
中・頭
部
外

傷
後
慢
性
期
経
腸
栄
養
患
者
に
対
す
る
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ

長
谷
川　

雄

〔
一
般
講
演
Ⅱ
【
頭
痛
・
疼
痛
】〕

01
移
動
性
両
局
所
的
下
肢
痛
に
対
し
て
漢
方
薬
で
治
療
を
試
み
た
１
例

村
上　

友
宏

02
冷
え
に
伴
う
下
肢
の
疼
痛
に
対
す
る
牛
車
腎
気
丸
及
び
附
子
末
調
剤
処
方

の
３
例
報
告

中
村　

丈
洋

03
一
般
内
科
（
神
経
内
科
）
開
業
医
に
お
け
る
漢
方
の
役
割

山
本　

浩
二

04
緊
張
型
頭
痛
を
伴
う
片
頭
痛
に
対
す
る
西
洋
薬
治
療
後
の
釣
藤
散
の
有
効
性

種
井　

隆
文

05
原
因
不
明
な
慢
性
頭
痛
に
対
す
る
川
芎
茶
調
散
の
有
効
性

種
井　

隆
文

06
片
頭
痛
に
伴
うosm

ophobia

に
対
し
て
漢
方
薬
が
奏
効
し
た
１
例辻　

　

正
範



07
緊
張
型
頭
痛
に
付
随
す
る
多
愁
訴
に
漢
方
薬
が
奏
功
し
た
一
例
林　
　

明
宗

08
交
通
事
故
後
の
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
対
し
漢
方
薬
が
奏
効
し
た
一
例

佐
藤　

泰
昌

09
片
頭
痛
治
療
へ
の
積
極
的
な
漢
方
導
入

─
誘
発
因
子
（
ト
リ
ガ
ー
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
─

村
上　

雅
二

10
当
院
で
の
頭
痛
診
療
に
お
け
る
漢
方
薬
奏
効
例
の
検
討

郭　
　

忠
之

11
外
来
頭
痛
患
者
に
対
す
る
推
拿
及
び
漢
方
薬
治
療
の
有
効
性
の
報
告

山
﨑　

義
宗

12
片
頭
痛
254
症
例
に
対
す
る
呉
茱
萸
湯
の
使
用
経
験

山
中　
　

学

13
舌
診
を
頼
り
に
滋
陰
薬
を
使
用
し
奏
功
し
た
天
気
頭
痛
の
１
例

四
方　

英
二

〔
一
般
講
演
Ⅲ
【
基
礎
・
疼
痛
・
瘀
血
・
そ
の
他
】〕

01
漢
方
薬
に
よ
る
小
児
期
の
重
症
筋
無
力
症
の
完
治
症
例；

22
才
女
性
の

17
年
間
の
経
過
観
察

侯　
　

殿
昌

02
十
味
敗
毒
湯
を
補
助
療
法
と
し
て
使
用
し
た
髄
膜
腫
術
後
創
部
感
染
の

２
症
例

秋
山　
　

理

03
脳
卒
中
後
の
持
続
す
る
嘔
吐
に
対
し
て
漢
方
治
療
が
有
効
で
あ
っ
た
一
例

�
川
尻　

智
士

04
退
院
後
も
続
い
た
精
神
症
状
（
恐
怖
感
）
に
柴
胡
加
竜
骨
牡
蛎
湯
が

奏
効
し
た
１
例

原
田　

佳
尚

05
軽
症
外
傷
性
脳
損
傷
（m
T
BI

）
後
の
意
欲
低
下
お
よ
び
難
治
性
め
ま
い
に

対
し
漢
方
薬
が
奏
効
し
た
一
例

中
尾　

隼
三

06
頭
部
外
傷
後
の
め
ま
い
症
状
に
対
し
五
苓
散
が
奏
効
し
た
３
症
例

古
家
一
洋
平

07
脳
神
経
外
科
手
術
に
お
け
る
術
式
別
慢
性
硬
膜
下
血
腫
発
症
リ
ス
ク
の
解
析

─
脳
動
脈
瘤
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
vs
下
垂
体
経
蝶
形
骨
洞
手
術
の
比
較
検
討

三
原　
　

陸

08
開
頭
術
後
皮
下
血
腫
に
対
す
る
漢
方
療
法
の
有
用
性

松
本　

政
輝

09
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
す
る
薬
物
治
療

北
原　

正
和

10
頭
部
打
撲
後
の
無
症
候
性
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
す
る
漢
方
薬
の

有
効
性
に
関
す
る
後
方
視
的
検
討

武
内　

勇
人

11
慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
退
院
時
転
帰
良
好
因
子
の
検
討

山
本　

悠
介

12
慢
性
硬
膜
下
血
腫
初
回
手
術
後
の
残
存
血
腫
に
対
し
漢
方
薬
を
投
与
し

症
状
、
画
像
診
断
が
改
善
し
た
一
例

前
田　

達
浩

13
抑
肝
散
内
服
は
院
内
転
倒
に
関
連
し
て
い
る
か
？

：
医
療
安
全
か
ら
み
た
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
活
用

五
十
嵐
崇
浩

〔
一
般
講
題
Ⅳ
【
脳
腫
瘍
】【
脳
血
管
障
害
】〕

01
漢
方
薬
お
よ
び
含
有
成
分
の
膠
芽
腫
細
胞
に
対
す
る
抗
腫
瘍
作
用
の
検
討

山
室　
　

俊

02
尋
常
性
疣
贅
で
ヨ
ク
イ
ニ
ン
内
服
中
に
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の

経
過
観
察
で
き
た
一
例

吉
田　

賢
作

03
脳
卒
中
後
の
体
力
・
気
力
低
下
に
対
し
人
参
養
栄
湯
が
奏
功
し
た
一
例

落
合　

秀
信

04
抑
肝
散
に
よ
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
感
が
緩
和
さ
れ
高
血
圧
症
も
改
善
し
た

脳
梗
塞
患
者
の
１
例

小
野　

恭
裕

05
器
質
化
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
す
る
漢
方
薬
の
使
用
成
績

野
呂　

朱
里

〔
総
会
〕〔
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〕

共　

催　

日
本
脳
神
経
漢
方
医
学
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

連
絡
先　

第
33
回
日
本
脳
神
経
漢
方
医
学
会
学
術
集
会
共
催
事
務
局

☎
０
１
２
０
・
３
２
９
・
９
７
０
（
対
応
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

半
、
平
日
の
み
、
ツ
ム
ラ
お
客
様
相
談
窓
口
）

E-m
ail

：nougekkam
po@

m
ail.tsum

ura.co.jp
●
第
33
回
日
本
脳
神
経
漢
方
医
学
会
学
術
集
会

〈
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
〉
脳
神
経
領
域
漢
方
初
学
者
の
た
め
の
漢
方
入
門
セ
ミ
ナ
ー

日　

時　

11
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時
45
分
～
４
時
半
・
４
時
40
分
～
５
時
25
分

会　

場　

東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・
品
川
５
階
「
501
」・
現
地
開
催
の
み



内　

容　

舌
診
の
実
技
メ
イ
ン
北
里
大
学
医
学
部
総
合
診
療
医
学　

五
野
由
佳
里

北
里
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科　

細
野　

浩
史

連
絡
先　

第
33
回
日
本
脳
神
経
漢
方
医
学
会
学
術
集
会
共
催
事
務
局

☎
０
１
２
０
・
３
２
９
・
９
７
０
（
対
応
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

半
、
平
日
の
み
、
ツ
ム
ラ
お
客
様
相
談
窓
口
）

E-m
ail

：nougekkam
po@

m
ail.tsum

ura.co.jp

●
山
本
巌
流
第
三
医
学
研
究
会
（
第
50
回
）

日　

時　

11
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信

内　

容　

総
合
司
会
（
中
島
正
光
）、基
礎
講
座
山
本
巌
流
漢
方
「
血
虚
」
基
礎
編

（
中
山
聖
子
）
実
践
編
（
木
村
豪
雄
）

問
合
先　

山
本
巖
流
第
三
医
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
参
加
入
会
方
法
」
よ
り

E-m
ail

：y.daisanigaku@
gm

ail.com

●
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
漢
方
三
考
塾

日　

時　

11
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

東
京
神
楽
坂
三
考
塾
研
究
室
（
東
西
線
・
神
楽
坂
駅
至
近
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
研
究
室
と
塾
会
員
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
）
形
式
予
定

内　

容　
「『
傷
寒
論
』
考
」（
土
子
志
）、「『
温
病
学
説
』」（
菅
沼
栄
）、「『
本
草
備

要
』」（
廣
橋
義
和
）

連
絡
先　

東
京
都
新
宿
区
赤
城
元
町
２
番
４
号
（
神
楽
坂
漢
方
有
恒
薬
局
）

FAX
０
３
・
３
２
６
０
・
７
６
１
８E-m

ail

：sankojyuku@
gm

ail.com

●
２
０
２
５
年
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
市
民
講
座

日　

時　

11
月
30
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
半

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
・
無
料

内　

容　

漢
方
薬
が
保
険
治
療
で
使
用
で
き
な
く
な
る
と
？　

～
知
っ
て
お
き

た
い
こ
の
問
題
！
健
康
を
考
え
た
時
に
（
並
木
隆
雄
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、
小
太
郎
漢
方
製
薬（
株
）

連
絡
先　

小
太
郎
漢
方
製
薬（
株
）
田
巻
☎
０
７
０
・
１
３
７
１
・
９
３
７
５

●
柿
田
塾
11
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

令
和
７
年
度　
神
農
祭
・
記
念
講
演
会

日　

時　

11
月
23
日
（
祝
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時
40
分

場　

所　

①
祭　

事
：
湯
島
聖
堂
内　

神
農
廟
前
（
お
茶
の
水
駅
至
近
）

②
講
演
会
：
湯
島
聖
堂
内　

斯
文
会
館
講
堂

内　

容　

①
神
農
祭
（
午
後
１
時
半
～
２
時
15
分
）

②
記
念
講
演
会
（
午
後
２
時
15
分
～
３
時
25
分
）

浅
田
宗
伯
門
下
と
神
農
像
（
仮
）

医
師
・
日
本
医
史
学
会
会
員　

渡
辺　

浩
二

③
懇
親
会
（
午
後
４
時
～
６
時
）

銀
座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
（
会
費
１
２
０
０
０
円
）

事
務
局　

公
益
財
団
法
人
斯
文
会
：
東
京
都
文
京
区
湯
島
１
─４
─25

湯
島
聖
堂
内
☎
０
３
・
３
２
５
１
・
４
６
０
６

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

引

用

文

献

引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

投

稿

規

定
（
２
０
２
３
年
２
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。




